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新入園児７人を迎え、６７人の園児数で新しい年度がスタートしました。ほとんど在園児という状況のためか、にぎや
かですが、落ち着いた雰囲気の中で保育が行われています。

さて、保育士は、毎年この時期になると年間保育指導計画を作成します。各年齢ごと、年齢発達を基本に目標をおき、
そこから1年間を見通した計画を立てていきます。それをみんなで討議し、全職員が今年のつくし保育園の方針を共有し

ます。その時、私が一番気にするところが、「仲間づくり」です。クラスの仲間、異年齢の仲間、職員と子どもの仲間、職員
同士の仲間づくりを大切にしてこそが、人間が成長していくうえでとても大切なことだと思っているからです。

年間指導計画を立てることも、子どもの育ちに責任を持つことです。指導計画が飾り物でなく生きた計画であるよう、保
育士も日々考えながら、悩みながら、努力しながら保育を行っていきたいものです。

かなり前のことですが、あるひとりのおとうさんから、「先生たちは、保育園でどんな子どもを育てようとしているの？」と、
問われたことがあります。わたしは、「保育園時代は、人間形成の土台づくりの時期だと思う。どんなおとなになってほし
いのか、そこを見据えて今の保育をしていくことが大切なのではと思っています」というような返事をしたように思います。

つくし保育園を開設して、時折、そのことが思い出されます。「私たち保育士は、どんな保育していくのか。今ここにいる
子どもたちが、どんなおとなになってほしいのか」を時々問いかけます。

誰もが「ひとりの人間として、自分の考えや意見をはっきり言え、人の気持ちを汲み取り、お互いに支えあい、優しい心
の持ち主になってほしい。そして、仲間を大切にできる人間になってほしい」など願います。

今、私たちの国を見ると、どうでしょうか。私たちの願うような子どもが育つ土台があるのでしょうか。森友学園、加計学
園問題や共謀罪・・・社会問題に目をつぶることなく、しっかりと見据え、自分の考えを持つことが、子どもに返っていくの
だと思います。
次代を担う子どもを育てる専門職として、その責任は重大です。
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子育て支援センターつくしんぼ （お問い合わせ：つくしんぼ専用 ☎４８－７７４９）
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I N F O R M A T I O N

５月14日（日）第57回吉田区民体育大会に参加させていた
だきました。
当日は、休日保育利用の園児と吉田区に住む園児たちが
30メートル競走他に参加させていただき区民の皆さんと一
緒に楽しいひと時を過ごさせていただきました。

ありがとうございました。

萩原さんの御厚意でみんなでお茶
摘みさせていただきました。
みんなでお茶を作りました。

すいか組で（年長組）お茶会を開き
ました。
新茶の香りにおもわずみんなで
『イイ ニオイ～』
６月６日の保育参観にはお父さんお
母さんへお茶を入れてふるまいます。


